
 

 

6月期相場概況 
 
6 月期の日経平均株価は約 386 円下落した。期中の高値は 6/21 日中高値 10,251
円、安値は 6/30日中安値 9,347円 
前期はギリシャショックの再燃から暴落様相であり、5/21には一時前日比 300円
以上の下落をし、9,700円台で引けた。週明けも弱い展開は続き日経平均は 9,400
円を割り込む場面もあったが、米国の反発で最終的には 9,768.円で 5月を終えた。 
6月に入ってからの今期は前期末の流れを引き継いで反発相場となり、3日 4日と
10,000円の大台回復あと一歩のとこまで迫った。しかし 10,000円の大台回復、窓
埋めは達成することが出来ずに再び日経平均は下落、6/9 には 5/27 安値 9,395 円
を一時的に割り込んだ。しかしここからさらに売り込まれる動きはなく、6/10 に
は米国株も大幅反発を演じ、結局 9,705円で 6月 SQを迎えた。 
6月 SQ後も強い展開は続き、6/16には前回の反発で達成出来なかった 10,000円
の大台を回復、その後 10,000 円台でもみ合ったが、週明け月曜 6/21 には一時
10,250円を突破するなど強い展開を見せた。しかし、6/23には米国景気の悪化観
測とそれに伴うドル安で 1ドル 90円の大台を割り込み、日経平均は再び大幅に反
落した。中国人民元の切り上げのタイミングも重なり、円高が進んだことと、米

国指標の悪化を受けての大幅な米国株安を受けて日経平均は再度下落トレンド入

り、結局 9,347円で今期を終えた。 
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